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小衰の赤被病菌の病原性に及ぼす碩境の影響 (1) 
赤徹病菌の培養温度と小麦手首に亙ぽす侵害性との関係
商門義一・石 弁- 博
1.緒 園小去の栽増上、赤徽病の発生
は由々しき問題であれ一般に降雨がその発生
の直接誘因と考えられてゐるが、その発生は年
により地方により犬差がある。との現象の一因
企じて CarlJ. Eide(l) (1935)が報告してゐ
る様に赤撒病菌は手嚢胞子の遺体形質から起る
生理的分化現象によるものも考えられる。然し
ながら、元主誕生物はその生育する場所の自然環
境に慮巴て生理的な反際、を示し、其のために相
当な差異が起り得るものとされてゐる。特に赤
徹病菌のような Fusarum属菌は生理的系統
(PhysioIogic strain】即ち増聖書上の諸性質の
相遣による生理的分化の著甚でるる事は多〈の
報告から習知する処である。叉同一系統に於て
も生育環境の差異により病原菌の幾異設に病原
性の種異をみる事は:A.J. UIIstrup(宮)(1935)， 
Goddard， Mary，(h) (1939)及びA.L. An-
dersen(4) (1948)の報告により明らかである。
筆者等は自然環境差に起因する赤徹病菌の病
原性を主体とした生理的系統の地理由切布を明
らかにするに先だち本病菌生育現境が其後の菌
の病原性に如何なる影響を及ぼすかを知るため
に、先づ本病菌の培養温度と小愛子苗に及ぼす
侵害性との関係について実験した。ととに、そ
の方法官立に結果を報告する。
本報台は農林省委託「小麦赤徽病防除に関す
る研究」の1部として行ったものであり、農林
省農産課竹内課長、堀技官業他関係各位に謝意
を賓ずる。
2.実験方法 赤補佐病菌の培養温度差によ
る病原性の検定は、小麦種子に本菌の純枠埼養
を接種し、完全に発芽した幼植物の伸長度を以
て定めた。
供試小麦種子は予あ選別した「新中長」でi!;
って1(削倍昇宗7.kI'C15分間浸潰消毒後殺菌7kで
よ〈洗糠したものである。
本実験に於て接種用の赤徹病菌の純綿熔養は
194伴 5月大原農業研究所の圃場に栽培の小麦
農林:21号の小穂に発生したものから単胞子場養
し、之を馬鈴薯寒天培養中、 SaltationI'C起因
し問来たと思はれる分生胞子形成良好なる菌株
(第2089号菌)である。之を容量比、腕殻5.糠
1清水1.5の割合で、よく混合したものを 1ボ
シド瓶に入れ高圧殺菌した物に移植し、 150 •
200， 240， 27。及び300Cの各定温器陀却民間
及び印日間格養した。
30日間培養したものは各定温区共に埼養瓶全
体に菌糸の蔓廷を見たが分生胞子形成はたく、
60日間情養では 270C定温区は稽養瓶全体に極
めて多数、 300C定温区では若干、 240C定温区
に於ては極〈僅かの分生胞子が形成されてゐtc.
270C定温区では印日間の培養で利用成分を
消耗し分生胞子繁殖晶程に入ったものと息はれ
る。
戎に接種方法であるが高圧殺菌を行った川砂
と各定温区で30日及び印日間埼饗した上舵純粋・
略養菌を夫身、等容量宛充分混合しペトリー.mt
(内径9αn)5個宛に分入、之に消毒処理済の
小麦種子30粒宛を播種した。其後二蓮球で出来
るだけ平等に殺菌水を概水して遁当た水分を含
ませ撫室(ガラス容器に殺菌水を入れたもの)
に入れ、之を 150，200， 240， 270 及び 300C
の定温器に夫-'<'1個宛保った。更に比較用とし
て接侵用増用基-と川砂を等容量混合したペトリ
ー皿を高圧殺菌し之に小麦を播麗したもの1佃
宛をと上記各温度に保った。 ~pち各接種温度区共
150 • 20ヘ240，270 及び 300C I'C於て培養し
て赤徹病菌を小麦種子に接種したペトv-皿と
無接侵のそれを 1伺宛置〈事になり、各接種温
度区は赤徽病菌を30日開場養と印日間培養した
ものについて実験した訳である。
小麦播種迄の操作は他の雑菌侵入を防ぐため
総て無菌室内で行った。
与ll:の方法で、各定温器での小麦種子の発芽
生長を調査した。
3.調査方法 赤徹病菌加日間帯養の各捷
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E質区は1週間後(但し270C接極区の
み5日後〉陀印日間培養の各接種温度
区は2週間後陀調査した。その方法は
各区共にペト 9~皿 1 佃宛別身の水槽
に入れ植物体をよく洗糠して、不発芽 140 
の種子と発芽したものを選別し、発芽
したものは伸長を測定し記録した。
ノ]、 130
姿
実験結果の確実性はその誤差の大小
に依って定まるのであるから、本実験
に於ては思に不発芽散と発芽数の差異
のみで、その病原性を定めるためには
莫大な種子を使用しなければなら宇不
草間
宮川
伸
長 1∞
(10m) 
適当である。依って筆者等は各接腫温
度区共に培養温度差陀より正常に成育
した小麦幼植物体聞にも伸長差のある
事を認めたので1ペトリー皿内に成育
した小麦幼植物体ゼよ〈伸長したもの
から順I'C.IO個体を運びその平均値を求
め培養温度差による病原性の差異を比
較した。との際各植物体は Tomp釦 n
の棄却検定により個々を吟味した。
4.実験結果 前述した方法で実
験調査した結果はポ徽病菌を30日関税
額に槽養し培地接種したものについて
第 1表
赤徹病菌の培養温度差による培地接霞
と小愛子首生畏との関係(暗所実験)
赤徴病富町30日間親豊主主音餐を種子に接種 7日後調
査の場合 C・f且し後積温度2700は5日後調査〉
伺
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赤.病菌接種の温度
供用す徽|織地接種に上るイ、
病菌の堵|察官Z生育伸長度
150CK於げる接種区
200C 1:於ける接種区
Z撞掴由 l下均値輝準偏差
玉註よ」里L
無接種 I22.8 I 0.86 
15 I 23.2 I 2.07 
20 I 24.6 I 2.02 
24 I 19.0 I 0.45 
30 I 19.8 I 0.70 
7.22 
4.27 
4.25 
8.72 
2.30 
2.98 
第 1図表赤徽病菌の培養温度差による橋地接
種と小麦子首生長との関係(暗所実験〉
'iJj;徹種首30日間親般培養を種子に接種7日後開
査の場合C但し接寝温度計00は5日後開査〉
。
)( ...11;00に於ける接種
A・・ 2000" 
ムー…2400fI 
..・H ・2100fI 
無接種 15 20 24 27 30 
赤徴病首培養温度 (<'C)
無接種 97 7.98 
15 59 4.73 
20 51 4..06 
2400K於げる後種区
24 49 8.51 
27 47 2.60 
30 47 3.08 
無接種 60 6.57 
15 48 3.26 
20 45 2.90 
.!l7QOに於げる倭糧直
24 38 1.42 
27 28 6.70 
30 36 1.66 
無接種 133 13.59 
15 69 6.96 
20 60 2.20 
3000に於げる接種区
24 52 3.67 
27 34 4.35 
30 4G 6.04 
一ーー_.l.._..ーー 一ー一一
備考 供用赤徹病菌培養温度の欄中の覇軍接種は済、
1般需奇蹟無接種aを示す。
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は第1衰の如〈であり、之を図表にて
;示せば第1図表の語りである。
第2図表ポ倣病曹の場養温度差による樗地接種
と小量貸手首生長との関係(暗所実験〉
一般K赤撒病原菌を小麦種子に培地
接種するにその分担病原物質は発芽抑
制並に劫植物体の生育抑制を起すもの
であるが、本実験の範囲内では特に第
180赤微病菌60日間籾殻培養を積子に接種14日後調査の場合
1]、170
姿
型I160 
1葉生育榊I]tc闘興するもののようで 空間
ある。即ち200-300C.で接種した区で高
は幻OC培養の赤徽病院接種したも〈JZJ40
のが幼植物の伸長最も短<300C 培養 130 
240C培養 150C場養の順序にその伸
長度は大となってゐる。 150C接種区
では小麦幼植物体の仲長の差は顕著で
ないが無接種区の小麦首伸長22.8mm
の平均値に対し 150C培養並に 200C
培養の赤徽病菌を接種したものでは夫
A' 23.2mm 24.6mm となり無接種区
よりもむしろ小麦首伸長は大となって
居る。然し240_ 3QOCI'L培養の菌では
200_300C I'L接種した区と全く同様の
傾向を示してゐる。
衣に赤撒病菌を60日間籾設に培養し
増地接種bたものの調査結果は第2表
の如くであP、之を図表にて示せぽ第
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第2表赤徹病菌の培養温度差による
培地接種と小愛子苗生長との
関係(暗所実験〉
赤徴病菌60日間税数培養を種子に
接種14日後調査の揚合
供用赤徽培地後種に長よ度る小
赤徹病菌接種温度
病直言の培葬首生育伸
餐温度 卒C健Z3f直I瞬終偏差
(。れ) I (x) I (H) 
mm 
無接種 93 4.57 
15 122 3.77 
20 112 3.49 
150C rc:於ける接種直
24 78 2.89 
27・ 101 3.19 
30 90 3.30 
無接種 147 6.31 
15 138 6.31 
20 90 16.41 
封切に於ける接種直
24 43 4.04 
27・ 167 4.80 
30 62 9.66 
備考・供用赤徹病菌の培養温度270Cは分生胞子
接種と見倣し:得るもの。
• 240Cに於ける接種
)( 150Ctc，於ける接種
~ 
' 
• 
無接種 150 20~ 240 270 300 
赤徴病首培養温度 (OC)
2図衰の通りである。
本供用赤徹病菌は前述のようであるから270C
培養のものは分生胞子を、他の温度培養のもの
では菌糸を小車種子に接種Lたと見倣得る。
第2表並に第2図表によれば 150C接種区で
は蕪接種区の小麦首生長93mmのの平均値に対
し 150C，2QOC 並に 220C培養の赤徹病菌を接
種したものは夫A'122mm， 112mm及び 101
mmで無接種区よ P仲長度大とたT300C培養
では9Omm，240C培養では78mmとなって抑
制されてゐる。
240C接種区に於ては赤徹病菌30日問視設培
養の夫の結果と同様の傾向を示してゐるが赤徹
病菌を 270C培養し接種したもの(分生胞子接
種〉では無接種区の小農苗生長147mmの平均
値に対して 167mmを示し生育伸長は大とたっ
てゐる。
以上本実験は3回反覆したが同様の結果を示
した。
5.考 察 30日間並に印日問視殻培養し
(54) -14ー
た赤徹病菌を小多種子に培地接種した結果を考
察する肥赤徹病菌の培地陀分泌した病原物質は
接揮温度200-300CtL.於ては小麦幼植物体の生
育を抑制し 270C培養の菌糸の分泌する病原物
質が最も高位で、衣いで泊。C，200C， 150C培
養の順K低位となるもののようである。之は第
3表に見るま日<A. L. Andersen(の(1948)の
-160C tL.調節した定温器室に~て赤徹病菌を
印日間粗設に培養したものについて前記同棋の
実験(但し培地接種に当つては漁室で行は十)を
4寸鉢を使用して行った。その結果は第4表の
示すように小萎幼植物の伸長差異は頴著でたh
が、暗所実験の夫と時間横であった。唯 270C
培養でほ分生胞子を接種じたと見倣し得るもの
第 3表 赤徹病菌の培養温度差と病原性との関係
1500 2600 
示徹病官官生育温度|
類 別 一一一一一一一|
馬鈴薯寒天上の赤徹病菌糸生育園~ -I 
〈第20鈎菌株)I 
20_3000接種温度にて小葬幼継物に培|
地接種した揚合の病原赤徹病々原物質分|
泌の多寡 | 
小姿穏に緩種した揚合の病原性の強弱 | 
くAndersen)I 
+ 
+ 
+ 
小麦穂に対する赤徽病菌の病原性の実験結果と
金《一致する処である左同時に馬鈴薯撃天上の
温度差による菌糸成長差異とも全く一致し正の
相関々係にある。故に赤徹病菌の各系統につい
ての最適温度と最適温度にー定期間寒天培養後
の菌糸成育仲長度とを合せ測定検討する事が病
原性を主体とした生理的系統の地理的分布を明
にする一助とも君主ると思う。
叉270Cで生育した分生胞子並tr:150C以下
の接種温度κ於て却。C以下で長期間培養した
菌糸よP分秘される病原物質は成長促進乃至は
馬鹿首類似現象的と考えられるが幼植物体の伸
長を促進してゐる。
弘上より赤徹病菌は小菱幼植体K対Lて培地
接臣室陀於てはその病原物質生成分泌量の高位の
場合は伸長抑制作用を極〈低位の場合は逆に伸
長促進作用を呈するもののようである。之より
推して赤徽病菌の分泌する病原物質は Gibbe-
rellinの類似様物質をも含有すると考えられ
る。
ヨえに本実験は壷聞に北側より若干の反射弱光
線の射入する室内の定温器'吋すったので暗所実
験に近い。よって書間明所区では赤徽病菌を幼
植物に培地接種した場合如何なる影響を輿える
かについての実験を附加した。即ち屋根はある
が南方より壷間直射光線がよく入るので周囲K
貨を廻らしとの隙聞から光線の入る程度の 15。
加。c I 2700 Is問
l州 lm
|州[柵
I I冊
2400 
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第 4表赤徹病菌の培養温度差による
場地接種と小愛子首生長との
関係(聾間明所実験)
赤徹病菌60日間籾殻培養を種子に俊種21日後関‘を
供用赤徹培地接生種育によ度る小
赤徹病菌接種温度 病曹の渚豪首 伸長
養温度 卒均値|晦2〈R8偏〉差(00) I (x) 
B主Dl
214 9.24 
15 236 9.78 
20 229 9.99 
]500t::於ける援業重
24 203 3.32 
27 199 5.33 
30 200 2.58 
であるが小麦幼植物の伸長は最も短いJ之は培
地で発芽後菌糸の生育極めて旺盛で、空中菌糸が
虞白陀鉢の表面に蔓延してゐtc.事(7) (之は光線
によるものでなく培地並K空無滋度の影響によ
るものと恩はれる。〉から赤徹病菌の初日間籾穀
培養のものを接還した場合即ち釘。Cで椿聾し
た菌糸を埼地接種したものと同様その病原物質
分泌量最も大となったためと息はれる。
6.摘要 本実験は赤徹病菌の培養温度
差による小重量子苗に及ぼす侵害性Kついτ培地
接極陀よ P実験したものである。
議室暗所実験では (1)200_ 泊。Cの定温で接
種した菌糸に於ては生育最適温度である 270C
で培養したものがその病原物質分泌最も多く、
15 - 〈防')，
. 
. 
ヲピで300C，240C，20"C及び150Cの順化減少
して居り、菌糸生育温度と圭〈一致Lてゐる。
(2)然るに分生胞子並に 200C以下で長期間構
養した菌糸より分秘された病原物質は150C以
下の接種温度に於ては幼植物体の伸長を促進さ
せるもののようで (3)以上の事実より赤徹病
菌病原物質は量の極〈低位なる場合は小変幼植
物体に対し仲長促進作用を高位なる場合は抑制
作用を呈するものとの様である。
重間明所区実験の結果も暗所実験と略同様で
あるが、滋室に於て培地接種しなかった震に接
種した分生胞子は発芽後の菌糸の生育が旺盛で
分生胞子形成を見た培養温度と同温度で培養さ
れた菌糸と同位の病原物質分泌量を示した。
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